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市
役
所
北
側
の
市
有
地
に
新
築
を
急
い
で
い
た
中
央
保
健
所
が
乙
の
ほ
ど
完
成
し
、

五
月
十
七
日
午
前
十
時
か
ら‘

吉
田
市
長
、
中
田
姫
路
市
医
師
会
長
な
ど
関
係
者
多
数

が
出
席
し
て
、

落
成
式
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
五
月
二
十
日
か
ら
本
格
的
に
業

務
を
開
始
し、

市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
く
ど
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

近
代
的
設
備
整
え
る

中
央
保
健
所
は
鉄
筋
コ
ン
ク

一恒
一
温
計
、
D
O
計

(
溶
存
酸
素
一各
種
試
験
検
査
⑦
環
境
、
食
品

リ
l
ト
二
階
建
て、

建
築
面
積

一測
定
計
)、

高
圧
滅
菌
器
各

二
衛
生
の
監
視
と
指
導
③
狂
犬
病

延
べ
千
五
百
八
十
二
平
方
メ
l
一ム
口(
予
算

一
千
九
万
円
む
を
購
入

一予
防
活
動
③
保
健
衛
生
に
関
す

ト
ル
‘

建
設
費
は
六
千
九
百
六

一す
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一る
教
育
・
広
報
活
動
ー
な
ど
の

十
八
万
円
。
昨
年
九
月
一
自
に
一
な
お
、
保
健
所
で
は
①
結
核
、
一仕
事
を
行
な
っ
て
お
り
、
市
民

着
工
し、

今
年
三
月
末
完
成
予

一伝
染
病
、
性
病
の
予
防
活
動
②
一
の
健
康
と
幸
せ
を
守
る
た
め
・

定
が
や
や
遅
れ
て
、
八
カ
月
余
一母
子
衛
生
、
成
人
病
対
策
、
精
一中
央
保
健
所
完
成
を
機
に
‘
保

り
で
竣
ヱ
を
み
た
わ
け
で
す
・
一
神
衛
生
活
動
③
栄
養
改
善
の
指
一健
衛
生
行
政
に
一

段
と
力
を
入

七
千
万
円
近
い
資
金
を
投
じ
一導
②
医
療
、
優
生
保
護
相
談
①

一れ
る
方
針
で
す
。

て
い
る
だ
け
に
、
近
代
的
設
備
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婦
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①
衛
生
に
関
す
る

一

(
衛
生
局
管
理
課
〉

を
備
え
た
ス
マ
ー
ト
な
庁
舎

一

1

J
J
|
|
」
|
|
」
|
|
」
||
」
|
1
4
1
1
1
1
1
1
1
1
-

で
、
一

階
は
処
置
室
‘
結
核
相

一

一

1

一1
1
一
1

一
1

一1
1
一
i

一I
l
一l
!
一

Is-
-

一

一

口μ

一口凶口
μ

一
口M

一
口凶
一口同日
H

一
日H

一口M
口同一口
μ

日H
一口H
ロM
-

談
室
、
診
療
室
、母
子
相
談
室
、一

l

一
口

一日

μ
一
犯

一
口

一日
幻

一
印

一印刷此

一口
お

-mM
一

成
人
病
室
・
栄
養
指
導
室
、
検
一
-e
・一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

査
室

(
七
室
)、

X
線
室
(
四

一
割

一
旬

一1
同
一
同

一
日

一日
同

一
日

一日
間

一日
旧

一日
旧

一

一

一

山

一3
U
一
山

一
3

一6
れ
一
5

一3
日
一5
M
一3
M
一

室
U

な
ど
二
十
五
室
、
二
階
は
一
日

一•
• 

一

.
一

司4

一

一

;
一

一

1
一

]
一

]一

大
会
議
室
、
中
会
議
室
、
小
会
一
務

寸

寸

」

!

?

斗

」

l

十
十
」
l

一

議
室
、
書
庫
、
更
衣
室
(
二
室
)
一
業

一
一
躍
一
一
議

一
談

一
会

一
談

一
談

一
談

一
談
一
章

一

事
務
室
、
所
長
室
、
ホ
ー
ル
な

一
の

一
蹴
一
服

一
四

一
査

一
相

一
市

一
白川

一
壮

一
蹴

一

ど
十
四
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

一

刻
一

節

一
別
一

一

ト
一
節

一
ト

一
ド

一
一昭

一

ま
た
、

保
健
所
の
設
備
を
充

一
月

一
部
一
軒

一
体

一
診

一
病

一
劃

一
婦

一
児

一
副

一

実
す
る
た
め
‘

X
線
断
堕
一
層
層
撮
影

一
6
一
隙
一
械
竺
一
核

一
核

一
人

一
胎

一
産

一
幼

一
蹴

一

装
置
、
同
直
接
撮
影
装
置
各
一
二一

一
結
一

結

一
結

一
結

一
成

一
受

一
妊

一
乳

一
妊

一

式
、
電
気
冷
蔵
庫
二
台
、
低
温
翌
一

「

|
ド
|
|卜
|
|
「
」

|lllll!l一((一プl!ii|

一「f
l!;Iil
』」「
l:i

一

一

n
E

市
は
昭
和
一町
一

丁
目
か
ら
今
宿
ま
で
の
約

一

・

:

・

;

;

・

・

1
:
l
-
!
;

喜

一

一

正
ょ
に
p
p
ι
と'同同町
d

レ
μ
レワ
L
L

、

一

山

三

十

五

年
度

三

千
メ
ー
ト
ル

。
幅
員
は
二
十
一

古

翼

団

9
i寺
J

b
ハ
G
4
I牛ま

H
リ
J
U

「
d

一

一

品
並
d
f
t
f
F
r
'ト
J
J
1
一『
E
A
tト
，
相
t
p
b
i
E
1

回

目

、

か
ら
部
市
計
一
メ
ー
ト
ル
、
ぅ
ち
車
道
十
三
メ
一

j
j
i
l
l
、

4
----
J
4
I
l
l

-

H
V
Y
画
街
路
十
二

一l
ト
ル
、
歩
道
は
南
北
両
側
と
一

務

協

務

多

多

移

露

協

移

務

援

主
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所
前
線
の
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一も
に
三

・
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メ
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ト
ル
で
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い
ま
し
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(
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百
六
十
メ
ー
ト
ル
〉

の
一

市
は
四
月
一

日
か
ら
、
「
自

一

自
主
土
地
計
画
は
住
民
・
地

一の
な
い
住
宅
地
の
ひ
ろ
が
り
を

守、

日

U

こ
の
ほ
ど
船
一残
工
事
は
、
四
十
三
年
度
で
家
一主
土
地
計
画
条
例
」
を
施
行
し
一主
な
ど
地
域
に
利
害
関
係
を
持

一防
止
し
、
市
民
の
自
発
的
な
協

カ

週

場
幼
稚
園
か

一屋
移
転
を
す
ま
せ
、
四
十
四
年

十
手
品
し
た
・

一
っ
て
い
る
人
の
中
か
ら
代
表
を
一力
を
得
て、

良
識
と
計
画
の
あ

白

水

守

{

ら
県
道
岡
田
一
度
中
に
完
了
さ
せ
る
予
定
で‘

一

ζ

の
条
例
は
‘
市
周
辺
部
の

一選
ん
で
委
員
会
を
設
け
、
そ
乙

一る
町
づ
く
り
を
推
し
進
め
よ
う

也

市

町

線
ま
で
の
・
-
完
全
開
通
は
四
十
四
年
度
末
に
一新
興
住
宅
地
に
み
ら
れ
る
震

一で
十
分
話
し
合
っ
た
う
え
で
定

一と
い
う
わ
け
で
す
。

山

川

内

部

北

側

半
分
の
一な
る
見
通
し
で
す
。

一序
華
街
化
(
ス
プ
ロ

l
ル
化

一め
ま
す
が
、
市
は
計
画
の
策
定
、一

と
り
あ
え
ず
四
十
三
年
度
で

じ

川

岨

語

工
事
を
残
し
一
現
在
、
国
道
二
号
線
は

一
日
一現
象
)
を
規
正
し
て
、
地
域
の
一公
共
施
設
の
設
計
に
対
し
技
術

一は
、
市
周
辺
部
に
五
つ

の
モ
デ

社
町
ノ
一
玉
一
て
開
通
し
ま
一
約
四
万
台
の

1
5通
っ
て
哀
序
正
し
い
発
号
、
好
ま
し

一的
な
援
助
を
し
、
必
要
に
応
じ

一
ル
地
区
を
定
め
、
地
域
の
秩
序

rl
吋

ヨ

ヲ

し

た

。

一お
り
‘
各
所
で
交
通
渋
滞
を
起

一い
市
街
地
の
形
成
を
は
か
る
た

一予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
も
出

一あ
る
発
展
の
た
め
、

基
準
計
画

一
一

1
・a

周
街
路
の

一
乙
し
て
い
ま
す
。
十
二
所
前
線

一め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
地

一し
ま
す
。

一の
作
成
を
指
導
す
る
こ
と
に
な

卜
2
建
設
は
‘
以

一は
‘
国
道
二
号
線
の
市
街
地
部

一域
住
民
と
地
域
内
に
土
地
建
物
一
市
は
「
希
望
の
あ
る
町
づ
く

一
っ
て
い
ま
す
。
全
国
で
も
珍
し

|
「
l

前
の
戦
災
復

一分
の
バ

イ
パ
ス
で
あ
る
だ
け

一を
持
っ
て
い
る
人
が
道
路
、
公

一り
」
を
四
十
三
年
度
市
政
指
針

一い
自
主
土
地
計
画
条
例
が
所
期

興
事
業

(
北
一に
・
同
線
の
一
応
の
開
通
で
、

一圏
、
水
路
な
ど
の
公
共
施
設
を
一の
一
つ
と
し
、
町
並
み
を

整
一の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
・
市
民

条
口
か
ら
船
場
幼
稚
園
ま
で
の

一
ィ
ヒ
寸
前
の
市
内
交
通
が
・
あ

一前
も
っ
て
定
め
・
自
主
的
に
地

一ぇ
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
に
一
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
協
力
を

拡
張
工
事
)
を
引
き
つ
い
で
す
一る
て
い
ど
改
善
さ
れ
る
も
の
と
一域
の
開
発
を
す
す
め
る
計
画
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5月20日から業務をはじめた真新しい中央保健所

「今月は電話料と税金、それに……」
〈自動振替〉 は、毎月のめんどうな支払~; 

の手聞をはぶいて、暮らしを便利にします。

わずか一度の手続きでOK/
あとは 〈ひめしん〉が、あなたの当座預金

普通預金から公共料金を自動的にお支払い
し、領収証もお宅にお送りします。
特に、不在がちの方にBすすめします。

地元のみなさまと繁栄をともに4. • 
4IIIIIl!!盈重量盗塁t

『司司・l1li"""" 司司............-

姫路市本町50番地の 3
TEL凶 2321(大代表)

あなたの暮らしを便利にする

〈ひめしん〉の自動振替

tョ合置品。
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用
地
の
先
行
取
得
を
す
す
め
た

い
考
え
だ
。
地
域
経
済
の
発
展

と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め

に‘

早
期
建
設
に
向
か
っ
て
姐

運
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
議
事
に
移
り
‘
協

議
会
の
会
則
、
構
成
を
決
め
た

あ
と
、
会
長
に
吉
田
姫
路
市
長、

副
会
長
に
横
尾
竜
野
市
長
‘
福

岡
協
議
会
は
姫
路
国
道
の
早
一
居
相
生
市
長
、
小
幡
赤
穂
市
長
、

期
建
設
を
め
ざ
し
て
関
係
市
一
監
事
に
常
陰
香
寺
町
長
、
岩
本

町、

経
済
界
、
住
民
を
打
っ

て
一夢
前
町
長
、
常
任
理
事
に
中
村

一
丸
と
し
た
地
域
総
ぐ
る
み
の

一太
子
町
長
ほ
か
十
八
人
、
理
事

強
力
な
運
動
を
展
開
す
る
た
め

一
に
村
上
竜
野
市
議
会
議
長
ほ
か

ー

に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
設
立

一八
十
一
人
、
さ
ら
に
促
進
部
会

紘
一
総
会
に
は
姫
路
、
竜
野
、
相
生
、
一長
に
三
枝
姫
路
商
工
会
議
所
副

也
一赤
穂
の
四
市
、
太
子
、
御
津
、

一会
頭
、
対
策
部
会
長
に
宝
角
姫

m一揖
保
川
寸
上
郡
、

新
宮
、
夢
前
、

一路
市
自
治
振
興
会
長
を
選
び
ま

恰一

香
寺
、
福
崎
の
八
町
の
各
市
町

一し
た
。

開
一議
会
、
商
工
会
議
所
、商
工
会
、

一

乙
の
あ
と
第
一
回
総
会
に
入

漣
一青
年
会
議
所
、
姫
路
市
の
自
治
一
り
、
①
昭
和
四
十
三
年
度
事
業

剖
一振
興
会
、
婦
人
会
、
農
業
団
体

一計
画
②
参
加
各
機
関
、
団
体
の

建
一
な
ど
の
代
表
百
六
十
人
が
参
加

一会
費
の
分
担
③
四
十
三
年
度
歳

&
幻
一
し
ま
し
た
。

一入
・
歳
出
予
算
ー

を
決
め
‘

パ
一・

ま
ず
、

吉
田
市
長
が
発
起
人

一
「
わ
れ
わ
れ
は
用
地
の
先
行
取

付
一
を
代
表
し
て
、

「
バ
イ
パ
ス
の

一得
な
ど
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
講
ず

比
一建
設
は
一
日
も
ゆ
る
が
せ
に
で

一る
一
方
、
地
域
住
民
総
ぐ
る
み

醍
一
き
な
い
問
題
だ
。
昭
和
四
十
五
一
の
運
動
を
展
開
し
、
固
に
対
し

路
一年
に
閲
か
れ
る
万
国
博
ま
で

一早
期
着
工
、
早
期
完
工
を
強
く

姫
一
に、

主
要
な
部
分
を
応
急
的
に

一訴
え
、
建
設
促
進
の
実
を
あ
げ

開
通
さ
せ
て
ほ
し
い
と
患
っ
て
一
る
」
と
の
決
議
を
採
択
し
て
、

い
る
。
こ
の
た
め
県
の
資
金
を
一
閉
会
し
ま
し
た
。

パ

ッ

ク

に

、

国

の

了

解

を

得

て

、

(

企

画

課

〉

(2) 

早
期
建
設
J¥ 

地
域
総

ぐ
る
み
の
運
動
展
開
. 

姫
路
国
道
(
バ
イ
パ
ス
)
建
一
四
月
二
十
六
日
、
新
大
阪
ホ
テ

設
促
進
協
議
会
の
設
立
総
会
が
一
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
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市
は
市
街

地
改
造
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窓口では正 しい届け出を

こんなとき |どんな届をI¥.、つまでに | 持っていくもの

印鑑
転出証明書

選挙人名簿登録(未受録〉
1.. .... I証明書

転入居 114日以内に|それまでに住んでいた市町
村でもらった国民年金手帳
すでに往んでいる世帯に
はいる場合は、その世帯
の米の通帳

国民健康保険証

印 鑑 転居証

米の通帳

国民健康保険証

国民年金手帳

印 鑑

転 出届 l移す前に |米の通帳

国民健康保険証
| |国民年金手帳

P翠芸罪雪主Hl同菱持雲詰言(卜14旧4何日…IEの主L帳

ー
| 国民健康保険証

子どもが印鑑

生まれた l出生届 114日以内に |母子手帳

米の通帳
とき

| 国民健康保険証

印鑑
米の通帳

国民健康保険証

国民年金手帳

福祉年金証書(手帳〉

婚姻届|すぐに(届l印 鑑

養子縁組庖|出に止 り事l米の通帳

|実が認めら |国民健康保険証
1

れます) I 
|国民年金手帳

※国民健康保険証、国民年金手帳は、それに入っている人だけ

について必要です。

皆さん、市役所の機構や仕事の内容を、よくど存知でし

ょうか? 満20歳に達したので、選挙人名簿に登録した

いのだが.ど乙へ行ったらよいのかわがらtJ¥.，-:-そんな

人が案外多いのではないでしょうか。皆さんの市役所と

していただくために.今月から 「市役所あんない」を連

載することにしました。第 1回は市役所の建物と各課の

配置、市民課の窓口事務をど紹介しましょう 。

。
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市役所庁舎配置図

|中央保健所l

161事官

巧写冨]

6号館5号館 |4号館 |

祉課 |市民相談室|福

3号館 |2号館 |

政課|行

1号館 |

民市

階

0一一一一一一一0

O O 

1 4号館 !

一一-0

一一0

計会

長課 |市会社

総 務 課

施設課

役

書

課 !駁]
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。。
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画課

)11 
報課|広光観
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7日以内に死亡届
死亡した

とき

結婚とか
養子縁組
などをし
たとき l2号館 |

査官手ラ自道路舗装課

i水 局道

監査事務局

公平委員室

酒量挙
屋上アサヒ
ビヤ‘ガーデン
爽やかな屋上で生ビールとお食事を/

.平日 =

午後5時-9時

週日・祝日=

午前11時~午後9時

ナショ十ル太陽ヒー

ターのご用命・お問

合せは当庖まで・・・・

新築・改造のご用命は

ハク口工務庖
事務所・姫路市兼田154の1電話附22ω
営業所・姫路市北条中道 電話凶4

“
4

#望日rl6，
家臨1:-写圃

EZ孟J昼Z孟7J長期分割払f♂禁
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…一回
姫路市下寺町(日の本学園前)

電話姫路間 7852(代)
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こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一康
安
全
の
た
め
・
と
く
に
交
通

一

f

一

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
一
一
日
施
行
)
、
こ
れ
ま
で
毎
年
一す
が
、

満
二
十
歳
に
達
し
て
選
一穀
配
給
通
帳
、
ま
た
は
姫
路
市

一

①
道
徳
教
育
の
推
進

教
育

一安
全
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

子

!
?
j
i
l
t
fも

jti-jir--
zzj
't・g
・

4
i

で
、
選
挙
権
を
有
す
る
人
に
つ

一
三
月
、
九
月
の
二
回
に
行
な
わ

一挙
権
が
で
き
て
も
‘
名
簿
に
登
一
に
住
所
が
あ
る
と
と
を
証
明
で

一の
す
べ
て
の
領
域
を
通
じ
て
児
一

①
青
少
年
補
導
の
徹
底

複
一一

支

位

。

目

た
り
、
お
互
い
に
批
評
し
た

い
て
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
一れ
て
い
た
選
挙
人
名
簿
の
登
録
一録
さ
れ
な
い
と
投
票
で
き
な
い

一き
る
も
の
。
詳
し
く
は
選
挙
管
豆
、
生
徒
、
青
少
年
、

一
般
市

一雑
な
青
少
年
問
題
に
つ
い
て
、
一
仲

間

国

・

容

め

り

し
て
い
る
う
ち
に
会
員

ま
し
た

L

-

が
、
三
月
、
ム
ハ
月
、
九
月
、
十
一と
い
う
点
で
は
、
従
来
と
変
わ
一
理
委
員
会
事
務
濁

(
⑧
一
一

O
一民
の
道
義
心
を
一
角
め
、
人
間
尊

一ひ
ろ
く
市
民
の
理
解
と
協
力
を

工

絵
画
グ
ル
ー
プ
「
紫
彩
会
」
の
レ
ベ
ル
は
ど
ん
ど
ん
向
上

乙
の
法
律
の
改
医
は
来
年
夏
一
二
月
の
四
回
に
わ
た
っ
て
実
施
一り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
一
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

一重
の
徹
底
を
は
か
り
ま
す
。

一求
め
、

と
く
に
青
少
年
非
行
に

一附
は
昭
和
二
十
八
年
四
月
に
誕
中
央
の
展
覧
会
に
入
選
す
る

ま
で
に
施
行
さ
れ
ま
す
が
、

施
一さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
e

一

従
っ
て
、

昭
和
二
十
三
年
六
一

ぃ
。

一

②
体
力
づ
く
り
と
安
全
教
育
一

つ
い
て
は
早
期
発
見
と
愛
情
補

記

生
し
‘
今
年
で
十
五
年
目
を
と
と
も
し
ば
し
ば
。
最
近
は

行
後
は
た
と
え
選
挙
権
が
あ
っ

乙
の
改
正
は
未
登
録
者
を
な

一
月
二
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
一
(
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局〉

一
の
推
進

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ

一導
に
つ
と
め
、
青
少
年
の
健
全
一V

む
か
え
ま
し
た
。
会
員
は

現

会

員
の

一
人
が
関
西
一
陽
展

=主主-=52FFEE--zz-=-225皇室
FFEz--=-EFZE--三塁
z==-z===-三
皇

室

一

ト

在
十
三
人
。
姫
路
を
中
心
に
に
無
鑑
査
入
選
し
、
腕
前
の

E

一年
間
。
掛
金
l
丈
年
額
七
百

発行

転
入
・
転
出
・
転
居
の
場
合

(3) 

書写円教寺童文の修理完成 竺!
防白小U<

書写山円教寺の重要文化財の修l翌 日年の歳月と約 2億円の工i

成式が 5月4日午前10時から、 吉 て行なわれ、大講堂、金問11室

田市

円教

， 

公。中。
害。小。
対。企。
策。業。
融。者。
資。K'"

合理化推進
寮の運営はむのようにしていますカ、

一切の管理もちろん食事もお任せ

下さい

長府ホ..イラー
入手が全くいらない

完全自動制御方式
熱効率がよく湯の沸

きあがりが早い

家庭・ 旅館 ・ホテル

レストラ ン・食堂

工場 ・病院・温室
その他，給湯・暖房

用に一
その他

，骨折詰弁当

*会社工場団体給食

[山陽給食11
姫路市中地村東11番地 TEL側 1920

4
1占
卿

・4

⑫

業
況

実
m

r
↑一
甲
柳

町
一一ニ蜘

各

-J，ι、

a.新車 ・中古車 U 

自動車販 売 /整備

キャロル・ライトパン
掴小型自動車

ファミリア ・乗用車・パン

~ 
種

型

|問1 111A
霊 園 遊 ( 陸 橋 . 至

蕗寸 ;凶 c _ザ「i
マツダ酉播地区特約販売庖

名
古
山
霊
苑
墓
地
分
譲
斡
旋
致
し
ま
す

園

詳
細
は
電
詰
で
お
閉
会
せ
下
さ
い

石
碑
専
門

倉
吉
iwb
戟
エ
さ

姫
路
市
今
宿
神
子
岡
前
町
一
八
三
七

T
E
L
倒

7
9
4
0

Em盛 彊 -
姫路市神屋町2丁目20(陸橋東詰)

TEL (22) 7939・5255
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骨骨骨
き=さ害
のヲれ-虫
処 Tこーに
置ーと=さ

こ
れ
か
ら
戸

外
で
遊
ぶ
乙
と

や
・
山
町
叫
に
ハ

イ
キ
ン
グ
に
出

か
け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
ι

そ
ん
な
と
き
芹
虫
に
さ

さ
れ
て
伐
開
が
赤
く
は
れ
た

り
、
山
川
が
ゆ
く
な
っ
た
り
し

て
・
た
い
へ
ん
困
る
乙
と
が

あ
り
ま
す
‘

ブ
ヨ
や
設
に
く
わ
れ
て
赤

く
は
れ
、
か
ゆ
み
が
ひ
ど
い

と
き
は
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
軟

乙
う
が
一
番
よ
い
よ
う
で

す
ら
人
に
よ
っ
て
は
、
ひ
ど

く
は
れ
る
湯
合
も
あ
り
ま
す

の
で
.
冷
混
布
す
る
と
早
く

凶
り
ま
す

L

必
ガ
に
き
さ
れ
た
ら
、
乙

す
ら
ず
に
水
で
よ
く
洗
い
流

し
て
下
さ
い
ω

議
ガ
の
粉
が

皮
膚
に
つ
き
さ
さ
っ
て
、
痛

が
ゆ
く
な
る
か
ら
で
す
巳
そ

の
あ
と
は
‘
や
は
り
抗
ヒ
ス

タ
ミ
ン
軟
こ
う
を
よ
く
ぬ
る

乙
と
で
す
、

ハ
チ
に
さ
さ
れ
た
ら
‘
却

い
ア
ン
モ
ニ
ア
水
を
つ
け
ま

す
、
ま
た
、
き
さ
れ
た
と
乙

ろ
を
絞
り
、
副
官
鉛
華
オ
レ
フ

油
を
つ
け
て
冷
湿
布
す
る
乙

と
も
効
果
的
で
す
ら

ご ζ 日
ぞ光
ん=の
じ=消
で=毒
す=力
か=を

日
光
が
病
源
繭
に
対
し
‘

自
然
の
消
毒
作
用
を
も
っ
て

い
る
こ
と
は
、
ど
な
た
も
ど

ゑ
知
の

乙
と
で
し
ょ
う
c

で

は
、
そ
の
日
光
の
消
毒
力
と

い
う
の
は
、
ど
の
く
ら
い
の

も
の
で
し
ょ
う
か
e

一
般
的
に
十
度
1
二
十
度

の
気
漏
で
す
と
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
菌
が
二
十
分
、
百
日

ぜ
き
菌
三
十
分
、
肺
炎
菌
一

時
間
‘
結
核
菌
五
時
間
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
e

ま
た
、

気

温
が
上
が
る
に
つ
れ
て
消
毒

力
も
強
く
な
り
、
そ
れ
だ
け

時
間
が
短
縮
さ
れ
る
そ
う
で

す
、
ふ
と
ん
な
ど
は
二
時
間

ぐ
ら
い
、
朝
の
十
時
か
ら
午

後
の
二
時
ま
で
が
・
辰
も
よ

い
そ
う
で
す
ら

信
み
や
守
小
手
紙

を
書
く
た
め
に
は

筆
ま
め
の
入
、
筆
不
精
の

人
、
い
ろ
い
ろ
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
法
政
大
学
の
芳
賀
綬

先
生
の

4
T紙
心
得
帳
。
。

〈V
筆
ま
め
の
人
、
か
な
ら

ず
し
も
よ
い
手
紙
を
書
く
と

は
限
り
ま
せ
ん
が
、
手
紙
の

で
き
ば
え
を
気
に
す
る
と
、

か
え
っ

て
筆
不
精
に
な
っ

て

し
ま
い
ま
す
。

八
V
長
々
と
書
い
て
も
、
相

手
は
本
人
が
苦
労
し
た
ほ
ど

熱
心
に
は
読
ん
で
く
れ
ま
せ

-zz
-z=====
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22za
z--=一一一==
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zz=====・
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備備問

ザ{:1j 

一不
良
広
告
物
の

一
一
掃
に
つ
い
て

八
聞
い
〉

市
内
、
と
く

に
駅
前
に
、
ワ
イ
セ
ツ
な
立

看
板
や
不
良
ポ
ス
タ
ー
が
目

立
ち
、
町
の
美
観
を
そ
乙
ね

て
い
ま
す
も
こ
れ
ら
不
良
宣

伝
物
を
一
揖
す
る
乙
と
は
で

き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

八
答
え
〉
広
告
物
に

つ

い
て
の
法
律
的
な
基
準
と
し

て
は
、
県
の
屋
外
広
告
物
条

例
が
あ
り
ま
す
。
同
条
例
に

よ
り
ま
す
と
、
形
や
大
き
さ
、

色
彩
、デ
ザ
イ
ン

、表
示
方
法

が
町
の
美
観
を
そ
乙
な
い
、

公
衆
に
危
害
を
与
え
る
怒
れ

の
あ
る
場
合
は
‘
表
示

・
掲

出
が
禁
止
さ
れ
る
乙
と
に
な

っ
て
お
り
、
市
内
で
広
告
物

を
貼
り
出
す
と
き
は
、
姫
路

土
木
事
務
所
の
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
は
四
十
一
年
六
月
か
ら

県
民
運
動
と
し
て

「
道
路
不

正
使
用
を
な
く
す
る
日
」(
毎

月
一
日
)
が
定
め
ら
ね
た
の

を
機
に
、
町
を
明
る
く
住
み

よ
く
す
る
運
動
推
進
本
部
が

中
心
と
な
っ
て
、

毎
月
三
、

四
回
‘
不
良
広
告
物
撤
去
の

作
業
を
行
な
っ

て
い
ま
す
ω

ん
c

で
す
か
ら
手
紙
に
は
‘

相
手
に
読
ま
せ
る
よ
う
な
ヤ

7

も
必
要
で
す
し、

要
領
よ

く
書
く
乙
と
も
大
切
で
す
。

〈〉
見
た
固
に
効
果
が
あ
る

よ
う
に
、
視
覚
に
訴
え
る
乙

と
も
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
』
つ
ま
り
余
白
を
つ

く
っ
た
り
、
句
読
点
を
は
っ

き
り
打
つ
、

{子
の
大
き
さ
を

見
や
す
い
よ
う
に
変
え
る
、

と
い
っ
た
乙
と
が
大
事
で

す
‘
乙
う
す
れ
ば
、
手
紙
は

ず
い
ぶ
ん
読
み
や
す
く
な
り

ま
す
。
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幼
稚
園
は
生
活

訓
練
の
場
で
す

幼
稚
園
に
入
る
前
の
お
子

さ
ん
の
人
間
関
係
は
、
お
か

あ
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
が
強

い
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
一

対
一
の
関
係
で
は
、
子
ど
も

の
個
性
は
伸
び
に
く
い
も
の

で
す
。
個
性
を
伸
ば
す
た
め

に
は
、
ぜ
ひ
と
も
集
団
生
活

が
必
要
で
す
。

た
と
え
ば
、
自
宅
の
庭
の

ブ
ラ
ン
コ
で
遊
ぶ
と
き
な

ら
、
子
ど
も
は
自
分
の
好
き

ルゆ、 高

旬、包

F22き

j
 

i

j
t
:
 

、

:
1

• し
か
し
・
一

回
の
作
業
で

撤
去
す
る
件
数
は
、
百
件
な

い
し
百
五
十
件
に
も
達
す
る

う
之
、
一
部
の
心
な
い
業
者

は
、
撤
去
作
業
で
き
れ
い
に

な
っ
た
と
乙
ろ

へ、

ま
た
ま

た
禁
止
さ
れ
て
い
る
広
告
物

を
貼
り
出
し
て
し
ま
い
ま

す
。町

を
明
る
く
住
み
よ
く
す

る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
市
民

の
願
い
で
す
。
市
民
の
自
覚

と
協
力
で
、
不
快
な
ポ
ス
タ

ー
や
立
看
板
を
追
放
し
‘
町

の
美
観
を
整
え
ま
し
ょ
う
。
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市
民
相
談
毎
日
(
日
曜
・

祝
日
を
除
く
)
8
時
半

1
5

時
市
民
相
談
室

無
料
人
権
法
律
相
談

毎

月
第
3
木
曜
日
目
時
1
3
時

市
役
所
会
議
室
六
月
か

ら
第
1
、
第
3
木
曜
日

内
験
相
談

毎
週
月

・
木

曜
日
9
時
1
4時
市

役

所

内
職
相
談
室

(
相
談
希
望
者

は
、
健
康
保
険
証
か
米
の
通

帳
を
持
参
し
て
下
さ
い
)

心
配
ご
と
・
家
事
相
談

(家
裁
担
当
)
毎
週
月
曜
日

1

時
1
4時
心
配
事
相
談
所

な
と
き
に
乗
れ
ま
す
も
と
乙

ろ
が
・

幼
稚
園
の
ブ

ラ
ン
コ

で
は
わ
が
ま
ま
は
き
か
な
い

し
、
も
し
わ
が
ま
ま
を
す
れ

ば
、
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
@

子
ど
も
は
、
集
団
の
中
で

き
ま
り
を
守
っ
て
い
く
こ
と

で
他
人
の
乙
と
を
考
え
は
じ

め
、
自
分
と
い
う
存
在
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
ι

幼

稚
薗
は
こ
の
よ
う
に
・

集
団

を
通
し
て
の
子
ど
も
の
生
活

訓
練
に
、
主
眼
を
お
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

市役所の庁内広場にひるがえる‘こいのぼり、

子
ど
も
の
生
命

力
を
伸
ば
そ
う

幼
稚
園
で
、
み
ん
な

ル
元

気
に
ス
キ
ッ
プ
を
し
て
い
る

の
に
、
す
み
で
ぐ
ず
ぐ
ず
し

て
い
て
、
そ
れ
を
見
て
い
る

ば
か
り
の
子
が
い
る
も
の
で

す
ω

こ
う
い
う
子
は
た
い
て

い
、
先
生
か
ら
い
わ
れ
た
乙

と
は
・
な
ん
で
も
ち
ゃ
ん
と

や
れ
る
の
に
、
自
分
だ
け
で

で
き
な
い
と
思
い
込
ん
で
し

ま
い
、
と
て
も
慎
重
で
、

す

す
ん
で
や
ろ
う
と
し
な
い
の

で
す
‘

乙
れ
に
は
、
お
と
な
に
も

責
任
が
あ
る
よ
う
で
す

c

お

と
な
が
三
歳
児
ら
し
い
遊
び

よ
り
も
、
早
く
四
歳
や
五
歳

に
引
き
上
げ
よ
う
と
期
待
を

も
ち
す
ぎ
る
と
、
子
ど
も
は

評
価
さ
れ
る
乙
と
に
過
敏
に

な
り
、
失
敗
を
恐
れ
る
気
持

が
強
く
な
り
ま
す
む
な
ん
で

も
や
り
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
学
ん
で
い
く
と
い
う

子
ど
も
ら
し
い
生
命
力
に
、

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
く
な
い

も
の
で
す
。

相
談
室

婦
人
相
談

毎
日
(
土
・
日

曜
と
祝
日
を
除
く
〉

9
時
1

4
時

市
役
所
婦
人
相
談
室

日
曜
緊
急
医
院
(
予
定
)

V
6月
2
日
内
科
崎
谷
医

院

1
太
市
中

(
飾
西
三
四
)

内
科
・
小
児
科
鍋
山
医
院
i

村
木
町

(
⑫
四
九
九
五
〉

内
科
炭
本
医
院

1
大
塩
町

(
@
O
O
四
四
)
内
科
・

小
児
科
酒
木
医
院

l
大
津
医

長
松
(
⑧

一
五
O
五
)
眼

科
八
十
医
院

1
福
沢
町
(
⑫

七
O
八

O
〉

V
6月
9
日

内
科
深
見
医
院

1
八
代
東
光

寺
町

(
⑧
三
三
四
七
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内

科
・
小
児
科
大
谷
医
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l
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野
町

(
⑫
O
O
九
O
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科
浅
田
医
院

1
広
畑
区
小
坂

(
⑧
O
O
二
ハ
)
内
科
・

小
児
科
八
芳
医
院

l
大
境
町

(
@
0
=
一
三
六
)
眼
科
大

月
医
院
l
福
中
町
(
@
O
五

校
ば
か
り
に
安

全
教
育
を
ま
か

せ
な
い
で
・
家

庭
で
も
し
つ
け

る
乙
と
が
大
切

で
す

6

と
く
に

新
し
い
一
年
生

に
は
・
徹
底
し

た
安
全
の
し
つ
け
を
し
た
い

も
の
で
す
@

ま
ず
、
外
出
す
る
と
き
は

行
先
を
必
ず
聞
き
‘
帰
宅
時

聞
を
厳
守
さ
せ
ま
し
ょ
う
ω

朝
は
、
出
か
け
る
ま
で
に
十

分
i

J
A
を
と
り
、
あ
わ
て

て
登
校
し
な
い
習
慣
を
つ
け

る
乙
と
で
す
。
ま
た
、

厚
着

だ
と
身
の
動
き
が
に
ぶ
く
な

り
ま
ず
か
ら
、
い
つ
も
き
ち

ん
と
し
た
軽
装
で
い
る
乙
と

が
肝
心
で
す
。

し
つ
け
る
と
き
は
、
た
だ

の
保
護
で
な
く
、
子
ど
も
の

自
主
性
も
育
て
る
よ
う
に
工

夫
し
ま
し
ょ
う
“
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家
庭
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の
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通

安
全
の
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つ
け

子
ど
も
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痛
ま
し
い
交
通

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
学

旅
行
相
談
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月
第
2
、

第
4
火
曜
日
目
時
1
3
時

市
役
所
市
民
ホ

l
ル

国
民
健
康
保
険
交
通
事
故

相

談

。
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第
2
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曜
日
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時
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飾
磨
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所
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週
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日
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木
曜
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時
1

4
時

市
役
所
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工
課

身
体
障
害
者
更
生
相
談
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週
月
曜
日
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時
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4時

福
祉
会
館

母
子
相
談

毎
日
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・

日
曜
と
祝
日
を
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く
)
8
時

半
1

市
役
所
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子

二
四
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)
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院
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デ
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(
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二
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V
6月
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目
内
科
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西
医

院

1
八
代
西
之
町
(
⑧
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九
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)
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科
・
小
児
科
沢

野
医
院
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心
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(
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O
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五
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科
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脇
医
院
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大
津
区
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(
網
干
⑫
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四
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科
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院
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⑧
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医
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⑫
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一一
名
古
山
参
道
と
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た
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一

一

=

乙
の
対
策
と
し
て
‘

今
年

=
ク
ル
マ
の
通
行

二

=

=

一
月
に
、
外
周
迂
同
道
路
と

八
聞
い
〉

名
十日
山
氾
苑
北
側
新
県
道
を
つ
な
ぐ
道
路

に
行
く
た
び
に
感
じ
る
の
で
を
新
設
し
、
ダ
ン
プ
カ
ー
や

す
が
、
参
道
を
花
米
す
る
ク
ト
ラ
ッ
ク
は
‘
乙
の
新
道
を

ル
7

が
多
く
、
道
を
登
る
の
通
行
す
る
よ
う
協
力
を
呼
び

が
乙
わ
い
ほ
ど
で
す
、
せ

っ

か

け
、
参
道
耐
北
雨
入
口
に

か
く
の
装
地
公
菌
で
す
、
子

市
職
員
を
配
し
て
、
迂
回
道

ど
も
づ
れ
で
、
安
心
し
て
散
路
通
行
の
指
導
に
あ
た
っ
て

歩
を
楽
し
み
た
い
の
で
す
い
ま
す
、

ヵ

乙

ん

ご

は

、

さ

ら

に

姫

路

八
答
え
〉

ど
信
摘
の
一
必

答
察
署
の
協
力
を
得
て、

大

り
、
ヰ
苑
参
週
は
ク
ル
7

が

型
貨
物
自
動
車
の
霊
苑
内
通

ひ
ん
ぱ
ん
に
行
き
ι

父
い
、

歩

行
を
然
止
し
た
い
と
考
え
て

わ
ぎ
に
た
い
へ
ん
迷
惑
を
か
い
ま
す
、

け
て
い
ま
す

L

と
く
に
お
と
(
名
古
山
主
苑
管
即
事
務
所
)

ど
し
、

県
道
宮

野
|
姫
路
線
が

北
行
祭
止
の
一

方
通
行
と
な
っ

て
か
ム

J

、
ι

「法
処

参
道
を
一
週
り
ぬ

け
る
ク
ル
7

が

激
増
し
ま
し

大型科
普通科
随時科

新車で環境のよい設備
の整ったコースで十分
に練習して下さい
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